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■お話をうかがった竹本靖代代表

from YOKOHAMA

子どもを地域で育てるボランティア
「あおば学校支援ネットワーク（ASN）」

神奈川県横浜市青葉区で活動する「あおば学校
支援ネットワーク（ASN）」は、学校支援のボランティアと
学校をつなぐコーディネーターのネットワークだ。2005

（平成17）年に青葉区役所が主催した「学校支援ボラン
ティア・コーディネーター養成講座」の修了者有志が発
足させた市民グループで、代表は、当初から竹本靖代さ
んが務める。
●

ASNの目的は、教育の多様化や地域との連携を目指す学
校と、生涯学習や生きがいの観点から地域での活動を求め
るボランティアをつなぎ、よりよい学校教育活動を支援するこ
と。現在17人のコーディネーターが、毎年多くのボランティア
とともに活動している。コーディネーターは高齢者が多く、ボ
ランティアも半数以上が高齢者。男性はほとんどがリタイア
組で、女性の方が年齢層に幅があるが、ほぼ3割を高齢者
が占める。
「メンバーは教育への意識が高く、『子どもは学校と家庭と
社会、その地域で育てるんだ』と発足当初からおっしゃって
いました。80歳前後の別の高齢者の方は『教育に地域が
関わらないといけない』と。まさにASNが目指すところです」
と竹本さんは言う。
名前にもある通り、当初は学校支援という形でスタートした

ASNだが、今では地域を巻き込み、「街づくりをしながらの学
校支援」と活動の場を広げている。
●　●　

高齢者のボランティアが関わる主な活動は、学校の授業や
校外活動への支援、休日の体験活動、地域の活動の3つだ。

学校の授業や校外活動への支援では、ボランティアが教
員のアシスタントを務める。授業中に、教科書の開くページ
が違っている子に教えたり、計算につまずいている子にアドバ
イスしたり。
毎月4月には、要望のあった学校の新1年生のクラスに、1

か月集中して50人前後のボランティアが入る。生活支援・
給食補助・学習支援などを行ううちに、子ども達とすっかり仲
良くなり、「第二の先生」のように慕ってくる子も多いという。

また遠足などの校外学習へ
の同行なども行っている。

ASNでは、毎年新年度が始
まる前に、学校別マニュアル
を使ったボランティア向けの
研修を実施。年に数回集まっ
ての各学校の情報交換も
行っている。
孫以下の年齢の初対面の
子どもたちと接して、果たして
教員のアシスタントが務まるの

だろうかと心配になるが、「学校が欲しているのは教員では
ないんです。子どもたちが多様な人たちとの関わりの中で
成長することが一番大事。『おじいちゃんおばあちゃん世代
の人を』と要請される学校もあります」と竹本さん。3世代同
居が激減している現代において、人生経験豊富な高齢者に
期待される役割は大きい。ボランティアが教室に入ることに
始めは難色を示す先生もいるが、続けていくうちに、ほぼ間
違いなく考え方が変わるという。
授業支援は、1時間目から4時間目まで滞在し教室内を歩

き回るため、ある程度の体力が必要だ。自信がないという高
齢者には、拘束時間の短い体験活動や、時間に融通がきく
地域の活動に配置替えする。
●　●　●

休日の体験活動では、教室を借りて実験教室や工作教室
を開く。割り箸を使ったグライダーを作って飛ばしたり、備長
炭を利用した電池で電球を点けたり。理科好きの高齢者が
出前授業をすることもある。高齢者が「昔とった杵柄」を最
大限発揮できる時間だ。
●　●　●　●

地域の活動は、世代間交流や子どもたちの居場所づくり
を目的に行われる。毎年開催されているお化け屋敷では、
下は小学校3年生から上は80歳前後までが集まり、わいわい
と準備をする。年齢に関係なく、ニックネームで呼び合い、女
子大生の相談に高齢者が応える場面も。
デイキャンプではソーラークッカーやソーラーおもちゃをつ
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くって1日楽しむ。プログラム内容もボランティアが決める。以
前は1泊2日でメニューも盛りだくさんだったというが、高齢者は
「体がもたない（笑）」（竹本さん）ので、日帰りになり、さらに現在

の「詰め込み過ぎないプログラム量がちょうどよい」というこ
とに落ち着いたという。
活動の頻度は人それぞれだ。週に1回は参加するという

人から、月に1回、年に数回、または1か月集中して参加するな
ど、自身のライフスタイルに合った形で無理なく続けている。
●　●　●　●　●

また、高齢者のボランティアの特徴として、人一倍健康管
理に気を遣う点があげられる。先生や子どもたちに風邪をう
つしてはならないし、何より活動に穴をあけるようなことがあっ

てはいけないからだ。こうして、日々 の体調管理を行うことが、
結果的に介護予防にもつながっている。全員、常に万全の
体制で活動に臨む。
ボランティアのメンバーは毎年3割程度が入れ替わる。シ
ニアに限らず新しいメンバーは、大抵が現メンバーの知り合
いで 「芋づる式」に参加する人が多く、またそういう人は長
続きするという。ASNに参加する人は他でもボランティア活動
に携わっている人が多く、活動を通じて友人の輪も広がって
いる模様だ。
●　●　●　●　●　●

活動で大事なのは、適材を適所に送ること。そのため、
コーディネーターは日頃から先生の希望を聞き、学校側の
ニーズを的確に捉えたうえで、適切な人材を配置する。担
当ボランティアとのコミュニケーションも密に図り、「Aさんは読
み聞かせが得意」「Bさんは手先が器用」など、得意な点を
把握して、学校とボランティアの間を取り持っている。
●　●　●　●　●　●　●

ボランティアは完全な無償活動。ただ、学校には交通費
の負担や給食をお願いし、ボランティアに経済的負担がかか
らないようにしている。ボランティアの人たちのやりがいはお
金ではない。子どもたちや先生、保護者などから感謝の言
葉をかけられるのが何より嬉しいという。

ASNも予算はほとんどが助成金だ。「今のところ特に必要
に迫られていないため」（竹本さん）法人格も取得していない。

身の周りの自分たちにできることだけやっていこうというスタン
スだ。
●　●　●　●　●　●　●　●

ASNは2008年に青少年育成事業を行っている団体を表彰
する「かながわ力大賞2008」の特別賞を受賞。また、シニ
アが中心になって行うデイキャンプや発電実験装置などを
使った学習の機会の提供が認められ、2013年に「第20回
横浜環境活動賞」を受賞。アクティブシニアが活躍する場
として、ますます期待される。

■子どもたちに大人気の割りばし鉄砲工作

■エコ講座の発電実験装置はシニアの力作


